 eq \o\ad(債権者,　　　　)　　山　田　 　稔　ほか　名
 eq \o\ad(債務者,　　　　)　（独）農業・生物系特定産業技術研究機構　
証　拠　説　明　書 （２）
２００５年７月７日
　新潟地方裁判所高田支部民事部  御中
　　　　　　　　　　　　　　　　債権者ら訴訟代理人弁護士　柳　原　　敏　夫
　書証

疎甲号証
標　　　　　目

(原本・写しの別)
作　成
年月日
作成者
立　証　趣　旨
備考
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第2回目の本GMイネの田植えを撮影した映像
写し
2005.6.29
債権者ら訴訟代理人弁護士柳原敏夫
田植えの現場前で、市民（生産者）と債務者の本GMイネ研究チーム長 川田元滋氏らとの間で、本実験の安全性をめぐる質疑応答があり、その中で、以下の３点の問題が明らかにされた。

１、当日の配布資料に「導入遺伝子は茎葉のみで発現し、子実（玄米・胚など）や根では発現しない」とあるが、実際は不正確な記述であり、結果的に安全性に関して虚偽の情報を流していると評価されても仕方がないことが判明。

２、債務者の発表では「本実験を行うことに関して地元住民の了解を得ている」とあるが、地元住民の範囲の点、了解の意義について、極めてズサンなことが判明。

３、債務者は、試験場内で収穫した米を昨年同様、JAなどに出荷予定と表明し、試験場内の交雑危険の問題に関し、万全の対策を取っていないことが判明。


この映像に関する解説をした、

質問者の一人訴外金谷武志の陳述書を近く提出予定。

なお、映像の25分前後にテープ交換のため、その間、映像が中断している。

以　上

3
1

